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２００５年１１月１７日

	ポリプロピレン繊維及び不織布価格を12月出荷分より値上げ　




チッソ株式会社（本社：東京都中央区、社長：岡田俊一）は、ポリプロピレン繊維、熱接着性複合繊維及び複合スパンボンド不織布の価格を原料価格高騰による採算悪化の是正を図るため、本年12月1日出荷分から値上げいたします。

対象製品は、商品名「チッソポリプロ繊維」、「チッソポリプロＥＳ」及び「エスボンド」の全品種で、値上げ幅はキログラム当たり各２０円です。

昨年より原油・ナフサ価格の高騰が続いており、今年第四・四半期（１０月～１２月）のナフサ価格はキロリットル当たり４万７千円を超えることが想定されております。当社繊維製品の原料となるポリプロピレン・ポリエチレン等の合成樹脂も、昨年来６度にわたり価格改定が実施されました。

このような状況下で、当社は昨年より３度の値上げをお願いするとともにコスト削減に努めてまいりましたが、もはや自助努力の限界を超える状況となりました。需要家に対する安定供給の責務を果たすためにも採算是正を図る必要があると判断いたしましたので、今年6月に続き値上げを決定いたしました。

今後、顧客の皆様のご理解を得られる様、取り組んでまいります。

以上
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本件に対するお問い合わせ








